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清
水
産
業
振
興
課
長

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
の
中
に
６
卓
あ

り
、
１
卓
当
た
り
８
名
を
予
定
し
て

い
る
。
50
人
と
は
貸
切
を
想
定
し
て

い
る
。
使
用
す
る
卓
数
に
よ
り
利
用

料
を
算
出
す
る
。
運
営
者
が
利
用
者

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

答

猫
避
妊
・
去
勢
手
術
費

町
田
　貴
子

　
病
院
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
が
、

補
助
金
は
支
払
金
額
で
は
な
く
、
決

ま
っ
た
金
額
な
の
か
。

杉
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
県
の
補
助
金
と
併
せ
て
実
施
し
て

い
る
の
で
金
額
は
決
ま
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

地域で護られる「さくらねこ」

※
さ
く
ら
ね
こ

　
不
妊
・
去
勢
手
術
済
み
の
印
と
し
て
、

さ
く
ら
の
花
び
ら
の
よ
う
に
耳
先
を
カ
ッ

ト
し
た
猫

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

井
川
　敦
雄

❶
避
難
支
援
者
等
関
係
者
と
は
。

❷
名
簿
登
載
の
拒
否
の
申
請
は
い
つ

ま
で
に
す
る
の
か
。

❸
守
秘
義
務
の
罰
則
規
定
は
あ
る
の

か
。

磯
江
総
務
課
長

❶
警
察
・
消
防
・
民
生
委
員
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
防
災
組
織
な
ど
。

❷
４
月
か
ら
の
施
行
で
、
町
報
で
周

知
を
行
い
、
そ
の
後
拒
否
さ
れ
る
方

か
ら
の
申
し
出
を
受
け
つ
け
る
。

❸
公
務
員
に
は
、罰
則
規
定
が
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
誓
約

書
で
お
願
い
を
し
て
い
く
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

問答

有
害
鳥
獣
防
除
費

斎
尾
　智
弘

　
有
害
鳥
獣
等
を
捕
獲
し
て
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
罠
の

在
庫
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
罠
の
貸
出
し
状
況
に
よ
っ
て
は
在

庫
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
必

要
な
際
は
役
場
へ
申
し
出
て
も
ら
い

た
い
。青

山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

長
谷
川
　昭
二

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
料
の
算
出
方

法
と
支
払
先
は
。

松
本
観
光
交
流
課
長

　
使
用
料
の
算
出
方
法
は
入
場
料
の

チ
ケ
ッ
ト
料
金
に
対
し
て
支
払
っ
て

い
る
。

　
支
払
先
は
株
式
会
社
小
学
館
集
英

社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
。

問答特
別
会
計
補
正
予
算

問答

税
条
例

津
川
　俊
仁

　
軽
自
動
車
税
等
の
納
期
が
４
月
30

日
か
ら
５
月
31
日
に
変
更
に
な
る
が

ど
う
し
て
か
。
町
民
へ
の
周
知
は
。

藤
江
町
民
課
長

　
よ
り
適
正
に
賦
課
を
行
う
た
め
に

１
ヶ
月
納
期
を
遅
ら
せ
る
。
町
報
・

町
放
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
行
う
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
の
使
用
料

斎
尾
　智
弘

　
使
用
人
数
が
８
人
と
50
人
に
設
定

さ
れ
て
お
り
幅
が
あ
り
す
ぎ
る
。
も

う
少
し
細
区
分
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問答問

　
12
月
定
例
会
を
12
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
で
開
催
。
本
年
度
補
正
予
算
８
件
、
条

例
な
ど
12
件
の
全
20
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
３
億
８
０
１
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
で
は
１
２
３
億
５
９
３
万
円
。

主
な
事
業
は
町
内
消
費
拡
大
支
援
事
業
２
０
１
５
万
円
、
大
栄
こ
ど
も
学
級
施
設
整
備

１
９
５
８
万
円
な
ど
。

　
ま
た
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情
報
提
供
や
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
を
変
更
す
る

た
め
の
条
例
が
可
決
さ
れ
た
。

12 月
定 例 会

災
害
時
に
要
支
援
者
名
簿
を
提
供

議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 2

質 疑 あ れこれ

建築中のBBQ棟

議会だより北栄 ６９号
２０２４年３月3

議決結果一覧

条
　例

北栄町避難行動要支援者名簿の情報提供に関する条例の制定

可　決�
（全会一致）

北栄町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

北栄町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定

北栄町技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定

北栄町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定

北栄町税条例の一部を改正する条例の制定

北栄町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

北栄町北条海浜広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

北栄町手数料条例の一部を改正する条例の制定

北栄町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

補
正
予
算

一般会計補正予算（第９号・第10号）� （2億9485万円・8530万円）

可　決 
（全会一致）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）� （９万円）

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）� （150万円）

合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）� （600万円）

大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第３号）� （1663万円）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）� （57万円）

下水道事業会計補正予算（第２号）� （18万円）

そ
の
他

ガザ攻撃中止と即時停戦に向けての行動を日本政府に求める意見書の提出
可　決 

（全会一致）子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員とさらなる賃
金引上げを求める意見書の提出

請願・陳情件名 請願・陳情者名 採　決 委員会意見書
「子どものために保育士配置基準の
引き上げと、労働条件改善による保
育士の増員とさらなる賃金引上げを
求める意見書」の提出を求める陳情

鳥取の保育を考える会
� 会長　石井由加利

採　択
（全会一致）

子育て家庭をささえ、幼い子どもの発達
を保障し、いのちを守るため

みなさまからの 陳情 はこうなりました

　１月臨時会を１月29日に開催。報告１件、本年度補正予算２
件など全４議案を審議し、全て原案どおり可決された。
　一般会計予算に１億1163万円を追加し、総額では124億
1756万円。主な事業は住民税非課税世帯等物価高騰支援事業。
　また、予算決算常任委員会を新設するための条例が可決された。
　※予算決算常任委員会…予算・決算等の審査を行う委員会

１月臨時会

　２月臨時会を２月13日に開催。本年度補正予算１件を審議し、
原案どおり可決された。
　一般会計予算に3884万円を追加し、総額では124億5640
万円。主な事業は由良駅改修工事。
　また、予算決算常任委員会の委員の選任を行い、全議員を委員
に選任した。

２月臨時会

議決結果一覧
補
正

一般会計補正予算（第11号）�（１億1163万円）

可　決
（全会一致）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

条
例

議会委員会条例の一部を改正する条例

議会会議規則の一部を改正する条例

補
正一般会計補正予算（第12号）� （3884万円） 可　決

（全会一致）



　令和６年１月19日に高校生議会が開催されました。
　鳥取中央育英高校生が、夢や希望膨らむまちづくり
に向けた質問を、議員として町執行部にぶつけました。

沖
おき
田
た
　大
たい
成
せい
　議員

問　 �西高尾すいか空港は、現会長
が引退され後継者がいなく
なった場合、放置するつもり
か。また、そうなった時の有
効活用は。

町長 �申し出がない限り同一条件で
契約を更新していく。将来の

ことは利用状況を踏まえ検討していきたい。

西
にし
﨑
ざき
　咲

さ
蔵
くら
　議員

問　 �放置竹林は生活や環境に悪
影響を及ぼしている。竹の
資源化を進めるべきである
し、木質バイオマス発電の
燃料に利用しては。

町長 �竹の資源化や活用に有効な
方法があれば、町ホームペー
ジやTCCの文字放送で紹介したい。竹をバイオ
マス発電の燃料とすることは、検討が必要。

福
ふく
永
なが
　啓
けい
太
た
　議員

問　 �将来の地域農業を担う女性経
営者を募集する農業PR会を
開催しては。

町長 �女性に限らず意欲のある就農
希望者を対象にしたイベント
を、生産者組織と相談し開催
していきたい。

山
やま
根
ね
　玲

れ
奈
な
　議員

問　 �ふるさと納税の返礼品として
コナンのブロンズ像に名前を
刻印する権利を新設すれば、
税収と観光客の増加が見込め
るのでは。

町長 �作品と関係ない名前が刻印さ
れることは望まれないので、
名前の刻印は考えていない。ふるさと納税は多くの
支援をいただいていて、活用できるよう努力したい。

北栄町の未来に向けて

門
かど
田
た
　健
けん
太
た
郎
ろう
　議長

増
ます
田
だ
　絢
けん
　議員

問　 �カーシェアリングを各地域に
紹介、導入の補助ができれば、
CO2の削減及び人とのつなが
りもできコミュニティの強化
になるのでは。

町長 �ボランティアの方を中心に瀬
戸、原で取り組みが始まって
いる。これらの事例を紹介しながら意欲的な地域、
自治会があればサポートする。

武
む
藤
とう
　雄
ゆう
伸
しん
　議員

問　 �道の駅大栄、道の駅ほうじょ
うに町の梨の直売所や梨ワイ
ンの販売特設コーナーを設置
して、町の梨のブランド化を
推進すべき。

町長 �道の駅大栄は直売所を設けて
いる。道の駅ほうじょうにも

特設コーナーの設置を検討する。
商品開発などを支援し、梨のブランド化を進めていく。

TCC提供

議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 4

第10回 高校生議会

長
おさ
　優
ゆう
愛
あ
　議員

問　 �①学校、自治会、商工会など
町を挙げて一斉に「ごみ拾い」
イベントを行っては。

　　 �②幼児・児童・生徒を対象に
町の景観をアピールするポス
ターコンテストを開催しては。

教育長 �①課題もあるが、実現すれば
おもしろい。高校生の熱意、柔軟な発想と根気強さに
より実現できることを期待する。
町長 �②ほくえいフォトコンで写真の募集をしている。

これに参加して頂きたい。

小
お
栗
ぐり
　那

な
奈
な
　議員

問　 �①商店に通じる道路や、観光
客の歩くコナン通りなどに休
憩スペースを設置しては。

　　 �②外国人観光客も多いが、外
国語表記の看板が少ない。緊
急避難時に困る場合がでてく
る。案内看板の設置促進は。

町長 �①商店に通じる道路には、スペース的に設置は難
しいが、コナン通りには、できるだけ配慮する。

　　 �②青山剛昌ふるさと館は日本語と英語で表示をし
ているが、他の言語も検討する。避難誘導のため
の看板の常設は難しい。

小
こ
浜
はま
　はな　議員

問　 �地域の素晴らしい技術を持っ
た高齢者に、しめ縄飾りや名
産品の栽培などを教えていた
だいては。

町長 �シルバー人材センターに働き
かけをする。重要な取り組み
と認識しているので今後も機
会の提供など、支援をする。

教育長 �学校としても得られるものが多い。提案を参考に
コミュニティスクールの活動を推進する。

福
ふく
井
い
　虎

こ
太
た
郎
ろう
　議員

問　 �スケートボードはオリンピッ
ク種目であり、若者に絶大な
人気がある。お台場公園にス
ケボーパークを造れば活性化
になるのでは。

町長 �お台場公園エリアは、多くの
方に利用頂いている現状であ
り、見直しや規模拡大は考えていない。

小
お
倉
ぐら
　凜
りん
隼
と
　議員

問　 �①規格外のために廃棄される
農産物を使った食のイベント
を開催しては。

　　 �②生ごみを肥料化し生産者に
安く提供しては。

町長 �①有効な取り組みなので、
JA、生産組織と相談したい。

　　 �②生ごみの肥料化は琴浦町が実証実験に取り組ん
でいるので、その結果を参考に本町に合った取り
組みを考えたい。

栗
くり
原
はら
　陸
りく
　議員

問　 �①観光マップにオストメイト
や介助ベットトイレの記載を
すべきでは。

　　 �②外観や内装にこだわったト
イレを設置すれば良い観光資
源となるが、アイデアの公募は。

町長 �①観光マップには考えていな
いが、県のサイトに登録した。

　　 �②奇抜なものより、誰もが使いやすいものにした
いので、公募は考えていない。

TCC提供

議会だより北栄 ６９号
２０２４年３月5



質　　問　　事　　項 質問者 ページ

被害者支援
中山　功一 7

教育環境

高校魅力化
奥田　伸行 8

全国学力テスト

財政状況と今後の見通し
秋山　　修 9

内部統制

不登校対策の充実
蓑原美百合 10

移動支援の充実

政府の総合経済対策
斉尾　智弘 11

不登校

ドリーム農場
阪本　和俊 12

青山剛昌ふるさと館

国民健康保険料統一化
長谷川昭二 13

町道の除雪

農地集約等の取り組み 井川　敦雄
14

環境問題 町田　貴子

由良地区の再整備 油本　朋也
15

マーケティング機能 河本　文哉

12月定例会では11人の議員が
一般質問を行いました

議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 6

ここを う問町
政

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６９号
２０２４年３月7

　
　
　
　
　
　
❶
災
害
被
害

者
に
対
す
る

特
化
条
例
は
な
い
が
、
災
害

弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
を
定
め
て
い
る
。 

❷
窓
口
は
生
涯
学
習
課
。
必

要
な
支
援
は
被
害
を
受
け
ら

れ
た
状
況
に
よ
り
異
な
る
。

聞
き
取
り
を
行
い
、
町
で
で

き
る
支
援
、
外
部
機
関
や
団

体
等
を
案
内
す
る
。

❸
現
時
点
で
の
活
用
事
案
は

な
い
。 

❹
連
携
の
相

手
先
は
庁
舎

内
各
課
、
警

察
、
外
部
機

関
。
町
の
犯

罪
被
害
者
等

支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ

て
行
う
。

町
長

町長 個別のニーズに沿った支援を
具体的な動きは
被害者支援

整
備
の
方
向
性
は

町
長
「
未
来
へ
の
投
資
」
の
方
針
に
従
う

教
育
環
境

教
育
長

国
か
ら
の
補
助
を
確
認

　
　
　
　
　
　
教
育
環
境

の
整
備
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
以
下

を
伺
う
。

❶
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
更
新
方
法
と
、
予
算

は
。 

❷
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
、

教
室
に
入
れ
な
い
生
徒
児

童
に
対
し
て
の
活
用
は
。

❸
学
校
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
進
捗
は
。
学
年
担

任
制
、
小
学
校
上
学
年
の

教
科
担
任
制
の
導
入
は
。

中
山

　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
を

よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
に
は
相
応
の
予

算
が
必
要
。
一
度
に
進
め
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
が
「
未

町
長

来
へ
の
投
資
」
の
方
針
に
従

い
、
優
先
度
、
重
要
度
に
よ

り
進
め
る
べ
き
取
り
組
み
を

選
定
し
、
予
算
措
置
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
❶
令
和
７
年

度
か
ら
順
次

更
新
時
期
を
迎
え
る
。
国
か

ら
の
補
助
を
確
認
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
る
。

❷
リ
モ
ー
ト
授

業
の
体
制
は
で

き
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習

ソ
フ
ト
で
の
学

習
も
可
能
で
、

授
業
で
の
活
用

も
行
っ
て
い
る
。

❸
時
間
外
業
務

が
年
間
３
６
０

教
育
長

　
　
　
　
　
　
被
害
者
支

援
に
つ
い

て
伺
う
。

❶
北
栄
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
は
令
和
３
年
に

制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
災

害
被
害
者
に
対
す
る
条
例

は
制
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

❷
「
窓
口
」
は
ど
こ
か
、

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

そ
の
他
の
必
要
な
支
援
」

と
は
何
か
。 

❸
こ
の
条
例
に
則
っ
て
支

援
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
か
。 

中
山

❹
連
携
の
相
手
は
誰
に
な

る
の
か
。
連
携
の
準
備
は

で
き
て
い
る
の
か
。

時
間
以
内
の
目
標
を
定
め
て

い
る
が
、
超
え
る
教
職
員
も

い
る
。
学
年
担
任
制
に
つ
い

て
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

小
学
校
上
学
年
の
教
科
担
任

制
は
一
部
教
科
で
導
入
済

み
。
働
き
方
改
革
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

中
なか

山
やま

　功
こう

一
いち

活用中の学習ソフト

倒壊した家屋（鳥取県中部地震）

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
高
校
魅

力
化
専
門

員
の
任
命
か
ら
の
取
り
組

み
状
況
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
は
。

❷
支
援
補
助
金
を
認
め
た

団
体
と
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

奥
田

町長 高校、地域、町が役割分担
魅力ある高校にするには
高校魅力化

英
語
を
好
き
に
な
ろ
う

教
育
長

意
欲
や
関
心
を
も
た
せ
る

全
国
学
力
テ
ス
ト❷

本
物
の
英
語
を
生
で
経
験

で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い

る
意
義
は
大
き
い
。
語
学
力

だ
け
で
な
く
自
国
の
文
化
を

　
　
　
　
　
　
❶
本
町
の

中
学
３
年

生
の
英
語
の
正
答
率
が
低

か
っ
た
が
、
そ
の
要
因
と

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

❷
外
国
語
指
導
助
手
の
効

果
は
検
証
さ
れ
て
い
る
の

か
。 奥

田

　
　
　
　
　
　
❶
問
題
自
体

の
レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
。
書
く
こ
と
読
む

こ
と
の
領
域
が
全
国
平
均
を

か
な
り
下
回
っ
た
。
意
欲
や

関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
を
意

識
し
た
指
導
方
法
を
強
化
し

て
い
く
。

教
育
長

を
持
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
接
点
が
な
く
、
高

校
か
ら
の
正
確
な
情
報
が
な

か
っ
た
こ
と
が
、
進
路
選
択

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と

感
じ
て
い
る
。

❷
「
エ
イ
！
ホ
ク
エ
イ
」
が

立
ち
上
が
り
、
新
た
な
視
点

で
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
都
市
部
を
は
じ
め
と
し

て
多
様
な
分
野
で
メ
ン
バ
ー

が
連
携
し
、
実
行
力
あ
る
取

り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
高
校
と
定

例
の
情
報
交

換
の
場
を
持
ち
、
課
題
を
共

有
し
て
い
る
。
中
学
校
、
中

部
市
町
、
産
業
界
と
の
連
携

町
長

紹
介
し
た
り
、
外
国
と
児
童

生
徒
を
直
接
つ
な
げ
る
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

奥
おく

田
だ

　伸
のぶ

行
ゆき

着ぐるみで楽しく英語学習

地域をつなぐプロジェクト始動

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
い
ず
れ
も

し
ば
ら
く
は

上
昇
す
る
。
実
質
公
債
費
比

率
は
令
和
10
年
度
が
ピ
ー
ク

（
13
・
７
）
と
な
る
が
早
期

健
全
化
判
断
基
準
内
で
推
移
。

　
こ
れ
ま
で
の
借
入
れ
の
完

済
に
従
い
令
和
14
年
度
に
は

現
状
と
同
等
に
な
る
見
込
み
。

❷
基
金
全
体
の
状
況
は
令
和

４
年
度
末
が
44
億
２
２
０
０

万
円
、
令
和
５
年
度
９
号
補

正
後
が
41
億
８
３
０
０
万
円
。

　
大
型
投
資
事
業
に
充
当
で

き
る
基
金
は
北
栄
町
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
11
億
４
０
０

０
万
円
。
財
政
調
整
基
金
は

財
源
不
足
が
生
じ
た
場
合
に

活
用
可
能
。

　
減
債
基
金
は
今
後
も
計
画

的
に
繰
り
上
げ
償
還
の
財
源

と
し
て
活
用
。

❸
１
株
５
０
０
円
で
52
株
取

得
、
現
在
評
価
金
額
は
１
株

２
５
０
６
円
（
12
月
11
日
終

値
）。
売
却
予
定
は
な
い
が

考
え
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
実
質
公

債
費
比
率

と
将
来
負
担
比
率
の
現
状

と
、
大
型
投
資
事
業
に
よ

る
地
方
債
借
入
の
返
済
据

置
期
間
経
過
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
値
は
。

❷
財
政
調
整
基
金
の
残
高

な
ど
基
金
全
体
の
現
状
と
、

大
型
投
資
事
業
に
充
当
で

き
る
基
金
の
種
類
と
金
額

は
幾
ら
か
。
減
債
基
金
の

積
立
お
よ
び
使
用
の
方
針

は
。

❸
財
産
に
関
す
る
調
書
の

う
ち
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
株
式
の

取
得
目
的
、株
数
・
金
額
、

現
在
評
価
金
額
、
売
却
予

定
は
。

秋
山

町長 基準内で推移
大型投資大丈夫か
財政状況と今後の見通し

庁
舎
内
で
の
共
有
は

町
長
研
修
、
訓
示
、
課
長
会
で
周
知

内
部
統
制

❷
職
員
研
修
、
年
度
初
め
の

訓
示
、
毎
月
の
課
長
会
な
ど

で
職
員
に
周
知
、
共
有
を

行
っ
て
い
る
。「
法
令
等
及

び
上
司
の
命
令
に
従
う
義
務

（
地
方
公
務
員
法
32
条
）」「
信

　
　
　
　
　
　
❶
地
方
自

治
法
の
改

正
に
よ
り
令
和
２
年
４
月

か
ら
内
部
統
制
が
導
入
さ

れ
た
。
当
町
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
努
力
義
務
で

は
あ
る
が
、
当
然
に
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。
現
状
と

今
後
の
取
組
み
方
針
は
。

❷
事
業
・
業
務
を
遂
行
す

る
に
あ
た
っ
て
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
内
部
統
制
を
庁
舎
内

で
ど
う
共
有
し
て
い
る
か
。

秋
山

　
　
　
　
　
　
❶
市
町
村
に

対
し
て
は
努

力
義
務
で
あ
る
た
め
、
基
本

方
針
の
策
定
や
、
方
針
に

沿
っ
た
取
り
組
み
は
し
て
い

な
い
。

町
長

用
失
墜
行
為
の
禁
止
（
同
33

条
）」「
秘
密
を
守
る
義
務（
同

34
条
）」「
職
務
に
専
念
す
る

義
務
（
同
35
条
）」
の
規
定

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遵
守
に

よ
り
対
応
し
て
い
く
。

秋
あき

山
やま

　修
おさむ

他の質問

▼�

避
難
所
と
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

法の遵守

建て替え予定の大栄分館町
政
こ
こ
を
問
う
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総
合
教
育
会

議
な
ど
で
情

報
共
有
し
、
学
校
、
教
育
委

員
会
が
一
体
と
な
っ
て
対
策

に
当
た
ら
せ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
不
登
校
児

童
生
徒
数

が
本
町
で
も
令
和
４
年
度

44
名
と
増
加
し
て
い
る
。

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
学
び
の
保
障
に
向
け
た

不
登
校
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

❶
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ

な
い
取
り
組
み
は
。

❷
相
談
体
制
の
充
実
は
。

蓑
原

町長 一体となって対策
相談体制の充実を
不登校対策の充実

外
出
し
や
す
い
手
段
を

町
長

１
団
体
が
取
り
組
み
中

移
動
支
援
の
充
実

　
　
　
　
　
　
❶
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
は
、
行

事
活
用
の
ほ
か
、
福
祉
、
高

齢
者
、
社
会
教
育
な
ど
、
10

人
以
上
の
団
体
に
利
用
す
る

と
定
め
て
い
る
。
買
い
物
支

援
と
し
て
の
利
用
は
困
難
。

町
長

　
　
　
　
　
　
Ａ
コ
ー
プ

下
北
条
店

が
閉
店
し
、
買
い
物
が
ま

す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
に
、
移
動
支
援
の

充
実
を
。

❶
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗

化
や
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
間

合
い
利
用
は
。

❷
共
助
交
通
の
取
り
組
み

は
。 蓑

原

❷
今
年
度
か
ら
１
団
体
が
取

り
組
み
、
毎
月
20
人
程
度
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
２

例
目
、
３
例
目
と
な
る
取
り

組
み
に
つ
な
げ
て
い
け
る
か

が
課
題
。
共
助
交
通
の
良
さ

や
仕
組
み
を
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
人
数
的
に

小
学
生
以
外

の
乗
車
が
可
能
か
確
認
が
必

要
。
運
行
時
間
や
運
行
ル
ー

ト
も
登
下
校
目
的
で
設
定
し

て
い
る
の
で
、
調
整
の
難
し

さ
が
あ
る
。

教
育
長

教育長 学校全体で情報共有

　
　
　
　
　
　
❶
１
週
間
ま

た
は
２
週
間

に
１
回
の
会
議
で
、
注
意
を

要
す
る
児
童
生
徒
を
学
校
全

体
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
学
校
生
活
の
満
足

感
や
意
欲
、
学
級
の
状
態
を

把
握
す
る
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
。

❷
学
級
担
任
や
養
護
教
諭
に

加
え
て
、
小
学
校
に
は
学
校

生
活
適
応
支
援
員
、
中
学
校

に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
心
の
教
室
相
談
員
を

配
置
し
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
調
整
が
難
し
い

アンケート調査票

乗りのりクラブ

蓑
みの

原
はら

美
み

百
ゆ

合
り

町
政
こ
こ
を
問
う
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低
所
得
世
帯

の
う
ち
子
育

て
世
帯
や
、
定
額
減
税
の
恩

恵
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
令

和
６
年
度
税
制
改
正
と
併
せ

て
詳
細
が
示
さ
れ
る
見
込

み
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
国
で

決
定
さ
れ
、
予
算
措
置
が
さ

れ
れ
ば
、
速
や
か
に
給
付
に

向
け
て
取
り
組
む
。

　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
は

有
効
に
活
用
す
る
よ
う
検
討

し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
必

要
な
予
算
を
議
会
に
お
願
い

す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年

６
月
に
定

額
減
税
が
予
定
さ
れ
令
和

５
年
度
内
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
７
万
円
給
付
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、
住
民

税
均
等
割
り
の
み
の
課
税

世
帯
な
ど
「
は
ざ
間
」
の

所
得
層
や
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
は
ど
う

な
る
か
。

　
ま
た
物
価
高
対
策
に
使

え
る
「
重
点
支
援
地
方
交

付
金
」
が
増
額
さ
れ
た
。

効
果
的
に
町
民
や
事
業
者

を
守
る
事
業
の
実
施
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
。

斉
尾

町長 速やかに取り組む
物価高から町民を守れ
政府の総合経済対策

原
因
の
究
明
を

町
長
総
合
教
育
会
議
で
対
策

不
登
校

　
　
　
　
　
　
❹
総
合
教
育

会
議
な
ど
で

情
報
共
有
し
、
学
校
、
教
育

委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
対

策
に
あ
た
ら
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
不
登
校
の

状
態
に
よ
る
。

少
し
で
も
登
校
で
き
る
状
態

で
あ
れ
ば
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し

て
い
る
。

❷
不
登
校
の
原
因
は

様
々
で
原
因
が
判
明
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

な
ぜ
不
登
校
に
陥
っ
て

い
る
の
か
学
校
も
保
護

者
も
わ
か
ら
な
い
ケ
ー

町
長

教
育
長

ス
は
少
な
く
な
い
。
確
認
で

き
な
い
原
因
を
追
究
し
て
い

く
よ
り
は
、
今
行
う
べ
き
対

応
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

❸
先
進
地
の
視
察
を
し
た
。

本
町
で
同
様
の
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
検
討
を
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
小
中
学
校

の
不
登
校

児
童
・
生
徒
は
増
加
し
て

い
る
。
不
登
校
の
理
由
は

様
々
で
あ
る

❶
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
職
と
つ
な

が
っ
て
い
る
か
。

❷
い
じ
め
と
の
因
果
関
係

を
含
め
す
べ
て
の
事
案
の

原
因
究
明
を
す
べ
き
。

❸
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

❹
学
校
、
教
育
委
員
会
だ

け
で
な
く
、
行
政
も
関
わ

る
べ
き
。

斉
尾

教
育
長

今
行
う
べ
き
対
応
を
優
先

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

他の質問

▼�

墓
地
の
管
理
に
つ
い
て

心の休憩場所（保健室）

高止まりの燃料価格

町
政
こ
こ
を
問
う



議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 12

　
　
　
　
　
　❶
こ
れ
ま
で

に
答
弁
し
た

事
実
は
な
い
。

❷
町
内
で
独
立
就
農
し
て
お

り
、成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

❸
２
期
続
け
て
黒
字
を
達
成

し
た
、
今
後
も
責
任
を
持
っ

て
経
営
安
定
を
図
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　❶
特
例
法

に
よ
り
責

任
を
取
ら
な
く
て
も
よ
い

会
社
と
答
弁
し
て
き
た
が

ど
う
か
。

❷
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
り
た

い
人
が
全
く
育
た
な
か
っ

た
が
ど
う
か
。

❸
経
営
収
支
が
改
善
さ
れ

な
い
と
す
れ
ば
、
Ｊ
Ａ 

に
経
営
を
任
せ
る
べ
き
で

町
長
は
責
任
を
取
る
つ
も

り
が
あ
る
の
か
。

阪
本

町長 経営安定を図る
責任をとれるのか
ドリーム農場

返
済
不
要
の
財
源
を

町
長
最
優
先
に
活
用
す
る

青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

　
　
　
　
　
　❶
国
県
の
交

付
金
や
補
助

金
を
十
分
に
検
討
し
、
再
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

❷
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
適

切
に
判
断
い
た
だ
け
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
住
民
投
票

は
行
わ
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　❶
過
疎
債

や
地
方
債

だ
け
で
な
く
、
返
済
の
必

要
の
な
い
交
付
金
や
補
助

金
を
も
ら
う
よ
う
努
力
す

べ
き
で
は
。

❷
議
会
や
町
民
に
対
し
説

明
責
任
を
果
た
し
た
上

で
、
よ
り
公
平
公
正
な
住

民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

阪
本

阪
さか

本
もと

　和
かず

俊
とし

ドリーム農場

青山剛昌ふるさと館

©青山剛昌／小学館

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６９号
２０２４年３月13

　
　
　
　
　
　
国
の
制
度
、

被
保
険
者
の

減
少
、
高
齢
化
医
療
費
の
増

大
な
ど
に
よ
る
国
保
の
安
定

的
な
運
営
を
考
慮
し
て
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
統
一
に
よ
り
、
被
保
険
者

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
県
に

意
見
を
述
べ
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
第
３
期
国

民
健
康
保

険
運
営
方
針
で
政
府
は
保

険
料
水
準
の
統
一
化
を
定

め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
統
一
化
に

よ
る
大
負
担
増
で
は
な

く
、
独
自
の
減
免
、
国
の

負
担
の
引
き
上
げ
、
子
ど

も
の
均
等
割
の
全
面
見
直

し
が
必
要
。
次
期
運
営
方

針
に
ど
う
臨
む
の
か
。

長
谷
川

町長 やむを得ない
どのように臨むのか
国民健康保険料統一化

外
出
の
保
障
を

町
長
除
雪
路
線
の
追
加
は
困
難

町
道
の
除
雪

　
　
　
　
　
　
除
雪
の
対
象

路
線
は
、
通

学
路
、
バ
ス
路
線
、
集
落
間

や
国
道
、
県
道
を
結
ぶ
主
要

な
町
道
。

　
除
雪
業
者
は
、
通
学
や
通

勤
な
ど
町
民
が
活
動
を
は
じ

め
る
ま
で
に
と
、
早
朝
よ
り

町
長

　
　
　
　
　
　
除
雪
対
象

に
な
っ
て

い
な
い
町
道
の
中
に
は
、

介
護
施
設
へ
通
っ
て
い
る

世
帯
や
高
齢
な
ど
で
自
力

で
の
除
雪
が
出
来
な
い
世

帯
も
あ
る
。
大
雪
に
な
れ

ば
、
病
院
や
買
い
物
に
出

か
け
る
こ
と
も
困
難
に
な

る
。

　
そ
う
し
た
町
民
か
ら

は
、
順
番
が
遅
く
な
っ
て

も
良
い
か
ら
除
雪
を
し
て

欲
し
い
と
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
取
り
組
み
を
求
め
る
。

長
谷
川

対
応
し
て
い
る
。
路
線
の
追

加
は
困
難
。

　
除
雪
路
線
以
外
の
除
雪
は

地
元
自
治
会
に
ゆ
だ
ね
、
北

栄
町
自
治
会
総
合
交
付
金
を

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

長
は

谷
せ

川
がわ

昭
しょう

二
じ

国民健康保険被保険者証

除雪作業の様子

町
政
こ
こ
を
問
う



議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 14

　
　
　
　
　
　
❸
今
年
度
中

に
「
目
標
地

図
」
の
素
案
を
作
成
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
農
業
委

員
会
が
目

指
し
て
い
る
「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
」
の
目
標

は
。

❷
農
業
最
適
化
推
進
委
員

の
活
動
状
況
は
。

❸
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
等
が
改
正
さ
れ
、「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」と
さ
れ
た
。

地
域
で
の
話
し
合
い
を
基

本
と
す
る
地
域
計
画
の
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
今
後

考
え
ら
れ
る
問
題
点
は
。

井
川

町長 時間的余裕が少ない
地域計画の策定は
農地集約等の取り組み

バ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を

町
長
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
し
な
い

環
境
問
題

　
　
　
　
　
　
❶
不
要
な
ア

イ
ド
リ
ン
グ

は
し
な
い
よ
う
、
運
転
手
に

町
長

　
　
　
　
　
　
環
境
破
壊

の
影
響
で

気
温
上
昇
、
気
候
変
動
が

起
き
て
い
る
。
持
続
可
能

な
社
会
を
築
き
上
げ
る
た

め
、
以
下
の
質
問
を
し
、

取
組
み
を
期
待
す
る
。

❶
全
県
下
で
送
迎
バ
ス
な

ど
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
。

❷
畑
で
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
燃

や
さ
な
い
よ
う
徹
底
対
処

を
。

❸
海
岸
の
漂
着
物
な
ど
の

対
応
は
。

町
田

❹
「
２
０
５
０
年
ま
で
に

北
栄
町
に
お
け
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
」
は
可
能
か
。

生
産
組
織
等
の
会
議
に
お
い

て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

❸
県
、
町
、
周
辺
自
治
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携

し
、
き
れ
い
な
砂
浜
を
維
持

し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

❹
可
能
に
な
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

農業委員会長 話合いがまとまるか
作
成
に
か
か
る

時
間
的
余
裕
が

少
な
い
こ
と
が

問
題
。

周
知
し
た
い
。

❷
直
接
指
導
を
行
っ
た
り
、

町
放
送
等
や
、各
営
農
組
織
、

❶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
成
果
目

標
と
活
動
目
標
及
び
実
施
結

果
を
公
表
し
て
い
る
。

❷
農
業
委
員
と
一
体
と
な
っ

て
最
適
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
農
業
委
員
と
差
異

の
な
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

❸
ま
ず
、「
目
標
地
図
」
の

素
案
作
成
、
次
に
地
域
の
話

合
い
に
参
加
し
、
計
画
の
策

定
の
支
援
を
行
う
。
担
い
手

の
不
足
・
不
在
の
中
で
話
合

い
が
う
ま
く
ま
と
ま
る
の
か

懸
念
を
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
長

町
まち

田
だ

　貴
たか

子
こ

井
い

川
がわ

　敦
あつ

雄
お

地域での話し合い（高千穂）

アイドリングストップ

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６９号
２０２４年３月15

　
　
　
　
　
　
❶
交
通
体
系

な
ど
、
様
々

な
環
境
の
変
化
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を

勘
案
し
て
方
針
を
出
し
て
い

く
。
現
時
点
で
話
せ
る
事
は

な
い
。

❷
駅
の
構
造
に
問
題
が
生
じ

た
の
で
予
定
し
た
改
修
工
事

を
中
断
し
、
今
後
の
対
応
を

Ｊ
Ｒ
側
と
協
議
し
て
い
る
。

必
要
最
小
限
の
方
法
で
進
め

た
い
。

❸
医
療
機
関

新
設
の
声
は

あ
る
が
、
具

体
的
な
進
展

は
な
い
。
ま

だ
相
談
中
。

町
長

町長 今は何とも
今後の方針は
由良地区の再整備

人
材
が
必
要
で
は

町
長
外
部
人
材
を
活
用

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
起

業
人
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
て
い
る
。

　
町
内
に
は
地
域
の
発
展
に

町
長

　
　
　
　
　
　
町
外
の
人

に
向
け
た

発
信
だ
け
で
な
く
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
意
見
交
換
な

ど
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
町
と
し

て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能

を
持
つ
こ
と
は
重
要
だ
。

　
企
画
力
や
想
像
力
に
富

む
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
の
人
材
ま
た
は
チ
ー
ム

が
必
要
で
は
な
い
か
。

河
本

　
　
　
　
　
　
大
規
模
な

公
共
投
資

で
観
光
客
が
県
中
部
に
。

こ
の
機
会
、
ど
う
す
る
由

良
地
区
。

❶
年
間
利
用
客
30
万
人
以

上
の
「
道
の
駅
大
栄
」
の

老
朽
化
が
。
一
方
「
ほ
う

じ
ょ
う
」
は
再
整
備
。
ど

う
す
る
「
大
栄
」。

❷
駅
の
改
修
に
目
途
が
立

た
な
い
。「
コ
ナ
ン
駅
」

愛
称
化
10
周
年
、
開
業
１

２
０
周
年
な
の
に
残
念
。

ど
う
す
る
「
由
良
駅
」。

油
本

❸
内
科
医
院
が
消
え
て
２

年
。
ど
う
す
る
「
病
院
」。

対
し
て
熱
い
思
い
を
持
っ
た

方
々
が
点
在
し
て
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り

が
な
か
っ
た
。
外
部
人
材
の

活
動
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

河
かわ

本
もと

　文
ふみ

哉
や

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

コナン駅改修の謎を解け

©青山剛昌／小学館

マーケティングでまちづくり

町
政
こ
こ
を
問
う



に関するアンケート結果
（４-１）（４）で「賛成」または「反対」を選んだ理由は何ですか。

179件の回答から一部抜粋

◆賛成の意見
　・�地方議会のために働いていただいている経費について
は交付すべき。

　・�なぜ北栄町議会では交付されていないのか？活動でき
ないと思う。

　・�調査、研究など些細なことでもお金が必要になると思
うから。

◆反対の意見
　・�議員報酬でまかなえばよい。
　・�議員報酬以外には必要ない。町民の奉仕者となって働
くべき。

　・�報道などで議員の方々の使途を見ていると有効に活用さ
れているイメージがない。誤解を招きやすい費用である。

（６） 町議会へのご意見があればご記入ください。

122件の回答から一部抜粋

■ 町民の意見を広く聞く場を設けて欲しい。声が大きい、力がある人の声しか届いていないと感じる。
■ 若い人が議員を目指したくなるような議会運営、町政運営を望みます。その場合､ 議員報酬上積みも再考。
■ 大変な仕事をしていただいていることには感謝していますが、なかなか身近に感じる機会がない。
■ �議会だよりだけでなく、普段より議会の動きや議員個々の活動等をPRする機会を多くし、議会への関心を高める努力を
継続してほしい。

■�議員のレベルアップを望みます。

　アンケートにご協力いただきありがとうございました。
　町民の皆さまのご意見も参考に、現在も議論を重ねています。３月定例会で中間報
告の予定です。

（５） 議員のなり手不足の原因についてどう思いますか。（複数回答可）

0 100 150 200
2（0.5％）

7（1.9％）

52（13.9％）

70（18.8％）

112（30％）

131（35.1％）

162（43.4％）

183（49.1％）

50

なし

記載なし

報酬が低い

家族の同意が得られない

人材不足

政治に興味がない

議員の仕事に魅力がない

仕事との両立が難しい

（4） 政務活動費の交付についてどう思いま
すか。

賛成
76（20％）

反対
118（32％）

わからない
179（48％）

議会だより北栄 ６９号
令和６年３月 16

議員定数及び報酬等
［調査目的］
北栄町議会では、「議員定数及び報酬等に関する調査特
別委員会」を立ち上げ、令和７年の北栄町議会議員一
般選挙に向け議論を重ねています。町民の皆様の議会
に関するご意見、ご要望を伺い、今後の町議会のある
べき姿を構築することを目的に調査を実施しました。

［調査方法］
（１）調査対象：北栄町民無作為抽出1,000人（18歳以上）
（２）調査期間：令和５年７月１日～７月21日
（３）調査方法：�配布は郵送で行い、インターネット回

答または紙で回答（郵送、ファックス、
持参）

（４）回収結果：�回収率37.3％（インターネット回答88人、
紙回答285人）

調査結果

156件の回答から一部抜粋

◆今より少ない人数の回答として多かったもの
　・12人…41件　〈理由〉湯梨浜町と同じでよい。
　・10人…36件　〈理由〉�人口減少している。他町と比較

して。

◆今より多い人数の回答
　　20人…2件�、�30人…1件　（いずれも理由は空欄）

（２-１）（２）で「多い」または「少ない」を選んだ
理由と、具体的に何人が良いと思いますか。

112件の回答から一部抜粋

◆減額の意見
　〈金額〉
　　0円～221,000円
　〈理由〉
　　・�会議出席でこれほど必要なのか。
　　・�町の財政から見ても多いと思う。これにボーナスな

ども入れれば手厚く、それなりの仕事には見えない。
　　・�「日当割」や「時給制」にしてはどうか。

◆増額の意見
　〈金額〉
　　250,000円～600,000円
　〈理由〉
　　・�住民の代表として行政に時間を割いているわけだか

ら、ある程度の額をもらっても良いと思う。
　　・�議員を職業として選べるように、若い人、能力のあ

る人を町の人材として位置付ける。
　　・�議員報酬で生活できる範囲で、公務を果たしてほしい。

（３-１）（３）で「多い」または「少ない」を選んだ
理由と、具体的に いくらが良いと思いますか。

（１） あなたの年齢を教えてください

10代　4（1％）
20代　13（4％）

30代　34（9％）

40代
57（15％）

50代
42（11％）60代

83（22％）

70代
92（25％）

80以上　48（13％）

（２） 現在の議員定数は15人ですが、この人
数についてどう思いますか。

多い
149（40％）

適当である
141（38％）

少ない
4（1％）

わからない
79（21％）

（３） 議員報酬は月額224,000円ですが、どう
思いますか。

多い
68（18％）

適当である
172（46％）

少ない
40（11％）

わからない
93（25％）
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●　道の駅整備に関する調査特別委員会（15人）
●　議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会（15人）
●　「青山剛昌ふるさと館」再整備に関する調査特別委員会（15人）

特 別 委 員 会

常 任 委 員 会

常任委員会 の活動
常任委員会の体制が変わります

前田委員長・町田副委員長・中山委員・井川委員・奥田委員・油本委員・津川委員

　予算決算常任委員会を設けることで、今まで以上に予算決算についてのチェック機能を強化し、慎重
な審議を行えるようにします。
　総務教育常任委員会、民生経済常任委員会は、テーマに沿った調査活動を強化することができます。

議会運営委員会 ７人

津川委員長・前田副委員長・中山委員・河本委員・井川委員・蓑原委員・尾嶋委員・奥田委員・�
秋山委員・油本委員・斉尾委員・町田委員・長谷川委員・阪本委員・野田委員

予算決算常任委員会　15人

中山委員長・河本副委員長・井川委員・尾嶋委員・奥田委員・斉尾委員
広報広聴常任委員会　６人

総務教育常任委員会　８人 民生経済常任委員会　７人
総務課・企画財政課・町民課・出納室・教育総務課・
生涯学習課

健康推進課・福祉課・産業振興課・観光交流課・
地域整備課・環境エネルギー課・農業委員会

奥田委員長

特別委員会

蓑原委員

尾嶋副委員長

斉尾委員

中山委員

長谷川委員

河本委員

野田委員

井川委員長

町田委員

津川副委員長

前田委員

秋山委員

阪本委員

油本委員

新

議会だより北栄 ６９号
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　 「青山剛昌ふるさと館」再整備に関する調査特別委員会

任期内に建設の議決までいくかは微妙ですが、コストを抑えながらも
魅力ある施設となるための意見を附したいと考えています。

前田委員長・井川副委員長

　 議員定数及び報酬等に関する調査特別委員会

令和７年の北栄町議会議員一般選挙に向け、北栄町議会のあるべき�
姿についての調査、研究を行っています。

中山委員長・井川副委員長

　 道の駅整備に関する調査特別委員会

来年４月開業予定「道の駅ほうじょう」の事業規模と内容、財
源や本町及び県中部への人的・経済的貢献度を調査しています。

油本委員長・奥田副委員長

　 総務教育常任委員会
■�「教育現場を知ろう」を主テーマにし、
いじめ・不登校対策、コミュニティス
クールの取り組みなど、先進地の視察を
行います。放課後児童クラブ施設建設、
子ども食堂、高校魅力化など調査します。
■�教育委員会など関係団体との意見交換
を行います。
■�そのほか、共助交通、DXの推進、防災
など、所管課の事務調査を随時行います。

どんどん現場に出向きます

　 民生経済常任委員会
■�「環境保全と脱炭素の両立」「特産品を
魅力的に活用した地域の活性化」をテー
マにし、先進地の視察を行います。
■�農業委員会・商工会など関係団体との意
見交換を行います。
■�そのほか、社会福祉の検証、民生児童委
員の役割と実態、農業施策など、所管課
の事務調査を随時行います。

農政委員との意見交換会

議会だより北栄 ６９号
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知っとんなる？こんな北栄

　西新田場の開拓地は、荒れ果てた砂浜と、海から
吹く強い風で、不毛の地でした。しかし、貧困と飢
餓を克服する必要性から、桝田新蔵が私財を投げ
打ってこの問題を解決しました。
　天神川から分水して水路を築き、新開地に水を通
すという、非常に困難な工事でした。乗り越えなけ
ればならない多くの苦労がありましたが、諦めるこ
となく、ついに成し遂げたのでした。
　その偉業を讃えるとともに、後世に語り継ぐため
に、桝田家親族により、この石碑が建立されました。
� （参考資料「松風の里」）

髙
たか

松
まつ

　咲
さ

太
くた

郎
ろう

さん（10歳）（左）

　　　晴
せい

太
た

郎
ろう

さん（  ８歳）（中）

　　　香
か

乙
お

莉
り

さん（  １歳）（右）
（由良宿１区）

　「下種地域ふるさと保全会」代表として、農地・農道
や施設の保全活動に頑張っています。（岩坪、上種の一部、
茶屋条、下種）

齋
さい

尾
お

　直
なお

久
ひさ

さん（62歳）
（下種）

　ケンカもするけど、仲良しさん。妹思いのお兄ちゃん
たちです。
・頑張っていること　咲　くもんでお勉強　晴　陸上（育成会）
・楽しいこと　　　　咲　学校　　　　　　晴　陸上（育成会）

（西新田場多目的集会施設地内）


